


高い窒素の吸着選択性を生かして、吸着塔を小型化して酸素の生産性を高めるために短サイクル時間で運転されることが多い。短サイクル時間での運転では、ガス流速が速くなるため動的な吸着特性が重要な性能要素となる。工業的な吸着プロセスでは、ほとんどが吸着剤粒子内部の物質移動速度（吸着速度）が律速であり、吸着剤の小粒化がよく知られた吸着速度の改善方法であるが、吸着塔の圧力損失が大きくなってエネル枚た吸着贈度の俺âｘｘ 、吸着才 イ 要










